
1 月になりました 

 

新しい年になりました。何でもそうですが「新しい」は、ウキウキとした気持ちで物事に臨むことが出来ます。

子供たちも、保護者、地域の皆様方も、ウキウキとした気持ちで新しい年を迎えられたと思います。 

 さて、今年は午年です。午年は「躍動」「成功」を象徴し、情熱や勢いが高まる年とされています。三和小学校

の子供たちも、一層「情熱や勢い」が増し、より躍動して活躍することで、これまで努力してきたことが実るよ

う、教職員一丸となって、子供たちと共に頑張っていきたいと思っています。これまでと変わらぬご支援どうぞ

宜しくお願いいたします。 

 さて、これまで三和小学校では、学習面、生活面の基礎となる事柄をがまん強く、ねばり強く指導しています。

子供たちは、それに応えて努力を続けています。その一つとして、「ぐんぐんタイム」があります。「ぐんぐんタ

イム」は「先生とぐんぐん」と「自分でぐんぐん」に分かれています。「先生とぐんぐん」では、宿題で自分が苦

手なところを先生と一緒に（先生から指導しに行ったり、子供が質問したりして）学んでいく時間にしています。

苦手なところを克服しようという子供たちの顔は、真剣で先生がいる間に問題を解けるようになろうという気迫

が伝わってくることがよくあります。「自分でぐんぐん」は、先生がいない状態での学習です。「先生とぐんぐん」

を通して付けた力を「自分でぐんぐん」の時間で伸ばすために宿題の続きに取り組んだり、帰宅してからでは遊

べない友達と一緒に遊んで「人間関係」を深めたりしています。どちらも大切な学びです。バランスよく両方に

取り組めるよう学校でも声掛けをしています。ご家庭においても、子供たちに声掛けをしいていただいてバラン

スの良い学びとなるようご協力いただけると、さらに子供たちが健やかに成長してくれると思います。 

 また、学校では、たとえ宿題が学校で終わっても、家庭で「自分で学ぶこと」を勧めています。「学ぶこと」は、

机の前だけでするものではありません。学んだことを実生活の中で関連付けて生かしたり、実生活の中で得たこ

とを学習の中で関連付けて理解をしたりすることも「学ぶこと」です。「関連付ける」ためには、多くの経験が必

要です。ですから、「学ぶこと」は、机の前だけでなく、実際の経験を積ませることも大切です。（もちろん、机

の前の学習内容が基礎になるので、学生といわれる「学ぶこと」を保証されている期間は、机の前の学習を大切

にしてほしいと願っています。） 

 プロのスポーツ選手は、基礎練習を欠かしません。これは、できて当たり前と思うことを、繰り返し確かめな

がら行い精度を高めていくことの大切さを物語っています。プロのスポーツ選手であっても、時には、がまん強

く。時には、粘り強くしていることでしょう。三和小学校の子供たちも、「がまん強く」「ねばり強く」頑張れる

ようになってきています。「がまん強く」「ねばり強く」頑張れるのは、集団生活として「協働して」みんなで頑

張っているからです。「がまん強く」「ねばり強く」頑張るのは一人ではつらいでしょう。子供たちには、「みんな

がいるから頑張れる良さ」を学校生活を通して感じてもらっています。 

 三和小では、三和小ブランドという子どもたちに「こうなってほしい姿」を５つ目標に掲げています。ご家庭

の皆さん、地域の皆さんが大切に育てられてきた子供たちは「がまん強く」「ねばり強く」「みんなと協働して」

していくことで「こうなってほしい姿」になってきています。これからも、教職員、子供たちみんなで「がまん

強く」「ねばり強く」「みんなと協働して」学校生活を送り、さらなるお子様のよりよい変容を促していきます。 

学校は、ご家庭、地域の教育活動と連続、連携した教育活動を基にして、子供たちが社会で生きていくための

力を付けていきます。教職員一同、6 年間を見通して、心豊かな子供たちを育てていきたいと思っています。今

後とも、学校の取組へのご理解、ご協力、応援をよろしくお願いいたします。      

                           神石高原町立三和小学校 校長  前田 静樹 

 

 

三和小ブランド（三和小の児童は） 

・あいさつで周りを元気にします 

・地域のことを考えて行動できます 

・困っている人のために行動できます 

・みんなで協力して問題を解決します 

・「感謝」の気持ちを「やる気」につなげます 


